
　今日は大房会長が公務で欠席のため、初めての代行挨

拶をさせて頂きます。

　会員の皆様も会長も含めて毎日の忙しい時間のやりく

りで例会に出席されている事と思います。

　それぞれの方が沢山抱えている仕事の中で大事と小事

に考えを置き、

　物事の処理をする事が時間を生む一つの方法であると

言えます。

　

　★大事と小事

①大事を先に行い、小事を後に入れる。

　小事を先に行い、大事を後に行おうとすると、大事が

　入らない。

　　例えば、入れ物に大石と砂を入れようとする場合

　砂を先に入れると、大石は入らないものが生まれる。

　大石を先に入れると、砂は大石の間に入れることがで

　きるので、砂が十分にはいることになる。

　以上一つのヒントになれば幸いです。

１．１０月のロータリーレートは　１０６円です

２．米山記念奨学会より

　　２００７年度　事業計画、決算報告

３．各クラブより週報が来ています

　　沼津北ロータリークラブ

　　裾野ロータリークラブ

４．名刺ができました。

　　全員に渡しますので活用して下さい

片野誠一君：本日２０周年実行委員会の例会担当です。

よろしくお願いします。

加藤正幸君：明日、次男の結婚式です。１２歳年上です

が性格は最高です。

澤田稔君：長く欠席して申し訳ございません。まだ生存

しており、クラブを退会したわけでもございません。出

席免除になっておりますが、１０月から出来る限り出席

しますのでよろしくお願いいたします。

土屋巧君：先日は母の葬儀に多数ご弔問いただき、あり

がとうございました。家族一同、大変感謝申し上げます。



中村徹君：９月２１日（日）１４時から行われた「米山

梅吉記念館秋季例祭」には兼子ガバナー補佐、鈴木幹事、

保坂記念館運営委員、山本良一ロータリー奉仕委員、中

村の４名で出席してきました。また、米山ガバナー補佐

事務局には、雨の中、梅吉翁のお墓のお掃除をしていた

だきありがとうございました。１４０名を超える多くの

ロータリアンが来館され、盛会裡に終えました。記念講

演は学校法人聖隷学園理事長　長谷川了氏（浜松北ＲＣ）

で「三井報恩会（初代理事長：米山梅吉）の結核撲滅と

救癩援助」と題してお話しをされましたが、米山梅吉翁

が戦火の混乱期に、結核や癩病に感染している方々に光

を当てたことは、ロータリアンとして大変誇りに思いま

した。お話も大変感動的でした。アトラクションはいつ

もですが、素晴らしいソプラノの歌で、癒されました。

ぜひクラブの皆さんも一度体験してください。

野中信行君：今日は孫の誕生日です。スマイルします。

　本日の例会は、２０周年実行委員会の担当で行います。

　２０周年実行委員会は第２回目の開催であります。新

年度に入り２０周年の基本計画が承認され２０周年実行

委員会が発足して２ヶ月が経過いたしました。この間そ

れぞれの委員会におかれまして具体的な方針を検討され

てこられたと存じます。本日の実行委員会において各委

員会の具体的な計画並びに方針と予算計画をそれぞれの

委員会が発表いただき、会員の皆様のご理解をいただき

２０周年の式典に向かって進めて行きたいと思います。

　先般、ＩＭの実施計画が発表されました。ＩＭも開催

に向けて進められています。会員の皆様におかれまして

は、大変にご多忙のことと存じますが、クラブにとって

大切な両事業でありますので、平行して対応していただ

きますようよろしくお願いいたします。

　式典出席者の救護及び介護を全員で行います。

　専門的知識、経験を活かして緊急の事態に対応してい

きます。

・記念式典までの事前の仕事がかなりあるので、渉外委

　員全員で役割を分担し、協力して行うこと。

・当日は出席者の確認をし、資料記念品をもれなく渡す。

・式典終了後は予算案と違いなく精算を行う。

・来賓、出席クラブにお礼を出す。

　第１回記念誌委員会で確認したとおりに進めていきた

いと思います。基本的には先回お話したように、昔の写

真を集めて掲載します。記録が中心になりますが、ペー

ジ構成から言えば、会長挨拶、各関連団体・クラブ等か

らの祝辞（これは事前にお願いします）などは定番です。

あと、メンバー全員から一言、２００字程度の原稿を寄

せてもらいます。もちろん放置自転車贈呈など、当クラ

ブのメイン事業の歴史も写真つきで載せるつもりです。

　また、当日の記録用としてＶＴＲ、スチルでの撮影も

予定します。後日皆さま方にはＤＶＤにしてお渡しします。


